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平 成 ２６ 年 ２ 月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ３月４日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 本県経済の構造改革に向けた取組について 知 事

知事は、経済の構造改革に向けた取組を県政の主軸に据

え、奈良県の発展を強力に進めると強い決意を述べておら

れる。本県経済の活性化に大きな効果をもたらすと考えら

（３４番） れる、産業のリーディング分野、チャレンジ分野における

米田 忠則 産業育成などにより、経済の構造改革に取り組んでいくと

(自由民主党) のことであるが、どのように取組を進めていくのか。

２ ２０２０年東京オリンピック・パラリンピック開催に向け 知 事

た重点的取組について

２０２０年東京オリンピック・パラリンピック開催に向

け、国際観光、文化発信、国際交流、スポーツ振興、にぎ

わいの拠点整備について、重点的な取組を進めるとのこと

であるが、それぞれの分野で具体的にどのような取組を進

めるのか。

３ 健康寿命日本一に向けた取組について 知 事

「社会保障の充実とにぎわいのある住みよいまちづくり

を進め、くらしやすい奈良を創る取組」を平成２６年度予

算案の４つの主な取組の１つに位置付けているが、その中

で特に健康づくりについて、「なら健康長寿基本計画」の

最終目標である健康寿命日本一を達成するため、どのよう

な取組を進めていくのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３４番） ４ 奈良県地域防災活動推進条例（案）について 知 事

米田 忠則

(自由民主党) 防災計画の見直しと併せて、防災に関する条例を制定し

ようとする県の取組姿勢は時宜を得たもので、広く県民等

の防災意識の向上につながるものと評価するが、今回提案

されている奈良県地域防災活動推進条例の制定の意図につ

いて伺いたい。また、この条例の考え方や理念について、

今後、具体的にどのようにして県民等に普及していくの

か。

５ 市町村の財政健全化に向けた県の取組について 知 事

先日、本県の市町村の財政状況について公表されたが、

まだまだ予断を許さない状況が続いている。県内市町村の

更なる財政健全化に向け、県はどのように取り組んでいく

のか。

６ （仮称）道路整備基本計画について 知 事

県土の強靱化、産業・経済の活性化などにつながる道路

網の整備に引き続き取り組んでいただきたいと考えるが、

今後の本県の道路整備の基本方針となる「（仮称）道路整

備基本計画」の策定状況について伺いたい。

１ アスリートの育成強化について 【 要 望 】

２ 国の経済対策に呼応した県経済の活性化・景気対策につい 知 事

て

（２５番） （１）本県の景気を本格的に回復軌道に転じていくとともに、

荻田 義雄 更なる経済の活性化に向け、平成２６年度当初予算では、

(自由民主党 本県産業の発展、若者・女性を含め雇用の更なる拡大に向

改革) け、どのように取り組んでいくのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（２５番） （２）プレミアム商品券の発行などは効果的な施策であると考

荻田 義雄 えるが、県内の商店街はシャッター通りとなっているとこ

(自由民主党 ろも多く見受けられる。県内の商店街の活性化及び振興策

改革) を含め、県内消費の拡大にどのように取り組んでいくの

か。

３ 県営プール跡地へのホテルの誘致について 知 事

県営プール跡地での、今日までの、進まない、決められ

ないホテル誘致について、知事二期目の最終年を迎え、政

治的責任を果たすべき時期に来ていると思うが、今日まで

の取組と今後の知事の決意を伺いたい。

４ 京奈和自動車道について 知 事

大和北道路の未事業化区間である（仮称）奈良インター

チェンジから木津インターチェンジ間の事業化の見通しに

ついて、知事の考えを伺いたい。

５ 市町村支援のあり方について 知 事

市町村支援は、一過性の効果に終わることなく、各市町

村が自主的・自立的に財政運営を行うことが出来るよう、

継続的な支援が大切であると考える。今後の継続性のある

市町村支援のあり方について、知事の考えを伺いたい。

６ 医療体制の充実について 知 事

（１）新しい奈良県総合医療センターのオープンに向けた三年

間で、相当な数の人材確保が必要になると考えるが、今

後、医師や看護師など人材の確保にどのように取り組むの

か。また、どのような処遇改善が図られるのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（２５番） （２）新しい奈良県総合医療センターでは、一次救急から三次

荻田 義雄 救急まで受け入れ可能な一体的救命救急センターを整備す

(自由民主党 るとしているが、高度医療拠点病院としての整備目的を考

改革) えると、一次から三次までの救急を受け入れることについ

ては、違和感を覚える。知事としてこのことについてどの

ように考えるのか。

（３）西の京自動車学校跡地、旧五条山荘の敷地の有効利用に

ついて、地元からは地域コミュニティーの場所として多目

的施設を強く要望されているが、知事の考えを伺いたい。

（４）南和広域医療組合では、南和地域にある公立３病院の役

割分担を行い、医療提供体制を充実させる取組を進めてい

る。南和広域医療組合が取り組む体制整備の進捗状況につ

いて伺いたい。

７ 奈良県総合医療センター周辺地域のまちづくりについて 知 事

現在の県立奈良病院が平成２８年度中に移転することか

ら、平成２９年度からは平松地区のまちづくりが本格的に

始動しなければならない。平成２９年度までどのようなス

ケジュールで進めていくのか、また、平成２６年度予算で

は具体的にどのように取り組んでいくのか。

８ 広域防災拠点の整備及び消防学校の移転について 知 事

来年度予算案に広域防災拠点整備にかかる基本構想策定

事業が計上されているが、どのように取り組むのか。ま

た、消防学校の移転について、どのような方向で検討を進

めるのか。

９ リニア中央新幹線の中間駅の早期設置について 知 事

リニア中央新幹線の誘致は、奈良県経済の再生や活性化

に大きく寄与する一大プロジェクトであることから、奈良

市附近への中間駅の早期設置に向け、本県としても全力を

あげて取り組む必要があると考るが、知事の所見を伺いた

い。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（２５番） １０ 農業問題について 知 事

荻田 義雄

(自由民主党 （１）ＴＰＰ交渉が続けられている中で、県として、農業の担

改革) い手確保・育成、農地の有効活用に向け、どのような対策

を進めようとしているのか。

（２）県では、来年度農業総合センターを農業研究開発センタ

ーに改称し、四つの大目標の一つとして、「優良品種の育

成」を掲げているが、現在の品種育成の取組と今後の方針

について伺いたい。

１ 県税収入の見通しと税収確保について 知 事

県では、経済の構造改革に向けた取組を県政の主軸に置

き、奈良県の発展を強力に進めることとしているが、その

基盤となる県税収入の平成２６年度の見通しはどうか。

（１５番） また、税収確保のために、どのような取組を行っていく

森山 賀文 のか。

(民主党)

２ 産業振興について 知 事

県内ものづくり産業の中で、技術力や製品力で強みを有

する企業にターゲットを絞り、重点的に支援することで、

それらの企業を中心とした企業群のクラスターが形成され

ることに繋がれば、県内産業界の底上げができるのではな

いかと考えるがどうか。

３ 公共交通について 知 事

（１）これまで「奈良県地域交通改善協議会」で進めて来られ

た協議の中で、関係市町村は路線バスを存続させる場合の

今後の財政負担について、どのように受け止めているの

か。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（１５番） （２）奈良県公共交通条例では、県内における公共交通の広域

森山 賀文 的なネットワークを確保することが県の責務とされている

(民主党) が、奈良交通からバスネットワークの確保に向けた協議開

始の申し入れがあった２５路線４５系統を維持することに

ついて、知事の所見を伺いたい。

（３）人口が減少するとともに、高齢化が進み、超高齢社会を

迎える中、公共交通の利用者が減少するため、今後、利用

者や地域住民などに対して更なる負担が求められることが

想定される。このため、公共交通の確保・維持に対する住

民の参加意識を高めることが必要と考えるがどうか。

４ 奈良県立大学について 知 事

（１）県立大学の改革を進め、育成する人材をどのように活か

していこうと考えているのか。

（２）県立大学のキャンパスの全体的な整備構想について伺い

たい。

５ 奈良県公契約条例について 知 事

公契約条例の制定に当たっては、業種別労働報酬の下限

額の導入、労働災害保険加入の適切なチェック、施行後条

例をより充実し実効性のあるものとするための検討組織の

設置が必要と考えるが、現時点での検討状況とその内容、

今後の見通しについて伺いたい。

６ 事業継続計画（ＢＣＰ）等について

（１）本県は自然災害が比較的少なく、また、リニア中央新幹 知 事

線の「奈良市附近」駅が設置される見込みであり、首都圏

との移動時間が大幅に短縮されることなどからすると、事

業継続計画（ＢＣＰ）の観点から、首都機能をバックアッ

プするための拠点地域となり得るのではないかと考えるが

どうか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（１５番） （２）本県の経済にとって大変重要な存在である県下の中小企 産業・雇用

森山 賀文 業が、緊急事態が起こったときに備え、事業継続計画（Ｂ 振 興 部 長

(民主党) ＣＰ）を策定することが重要と考えるが、県ではどのよう

に認識し、取り組んでいるのか。

７ 外国人観光客の安全確保を含めた治安対策について 警察本部長

県警察では、「日本一安全で安心して暮らせる奈良の実

現」を運営指針として、各種施策を推進しているが、観光

立県である奈良県において、今後増加が見込まれる外国人

観光客の安全確保を含めた治安対策をどのように進めてい

くのか。

８ 高齢者に対する振り込め詐欺等について 警察本部長

平成２５年中に、県下では高齢者に対する振り込め詐欺

などの詐欺事件はどれくらい発生したのか。また、その特

徴はどのようなものか。

高齢者に対する詐欺事件をなくす取り組みについて、こ

れまでの活動の効果及び新たな対策について伺いたい。

９ 精神障害者医療費助成制度について 【要 望】


